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京
都
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
は
、
一
月
二
十
九
日
、
京
都

テ
ル
サ
（
京
都
市
）
で
、「
ふ
る
さ
と
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
い
た
。
こ
れ
は
京
都
の
農
村
地
域
で
の「
農
」や「
食
」

に
関
心
を
持
ち
、
農
村
と
交
流
を
し
た
い
と
い
う
都
市
の

グ
ル
ー
プ
と
、
農
村
で
地
域
づ
く
り
や
地
域
経
営
づ
く
り

を
め
ざ
す
農
村
の
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
、
交
流
の
き
っ
か

け
を
探
す
と
い
う
も
の
。

　

都
市
側
か
ら
は
、
子
ど
も
の
教
育
活
動
を
め
ざ
す
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
や
空
き
店
舗
で
直
売
所
の
開
設
を
め
ざ
す
商
店
街

振
興
組
合
な
ど
十
五
団
体
二
十
三
人
、
農
村
側
か
ら
は
、

都
市
農
村
交
流
を
通
じ
て
村
お
こ
し
に
取
り
組
む
農
家
組

合
や
都
市
農
村
交
流
施
設
の
管
理
責
任
者
、
市
町
村
農
業

振
興
公
社
な
ど
二
十
団
体
四
十
二
人
が
参
加
し
た
。

  

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
農
村
グ
ル
ー
プ
が
準
備
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
自
慢
の
農
林
産
物
を
展
示
し
た
ブ
ー
ス
を
都

市
の
人
が
訪
問
し
た
後
、
テ
ー
マ
毎
に
分
か
れ
て
継
続
的

な
交
流
の
可
能
性
を
探
る
懇
談
会
を
行
っ
た
。

   

懇
談
会
で
は
、
農
村
側
が
都
市
側
に
提
供
で
き
る
農
村

資
源
や
交
流
手
法
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
、
活
発
な
意
見

交
換
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
で
農
産
物
の
直
売
所
の
開
設

の
話
や
、
農
家
民
泊
に
よ
る
農
村
体
験
ツ
ア
ー
の
企
画
づ

く
り
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
る
。

  

本
冊
子
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
模
様
や
、
都
市
農
村
交

流
に
期
待
す
る
農
村
側
、
都
市
側
の
思
い
、
知
恵
を
絞
っ

た
交
流
企
画
の
一
端
な
ど
を
紹
介
す
る
。
都
市
農
村
交
流

で
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
方
々
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。 は

じ
め
に

都市・農
村交流に

かける思
いと

自慢の農
産物をア

ピール

さながら
、

集団お見
合いとい

う雰囲気
！

交流はお
互いをよ

く知るこ
とか

ら始まる

（農産物
を介した

分科会か
ら）

　第３回

ふるさと交流フォーラムの内容

　◆日　時   平成17年1月29日（土）  
　◆場　所　京都テルサ
　◆内　容 
　　１．基調報告 
　　　　「日本一の田舎づくりをめざして
　　　　　美山町における都市農村交流の取り組み」
　　２．農村側団体の活動紹介（プレゼンテーション）　　
　　３．「交流・マッチング」タイム 
　　　　　＊交流ブース （農村側）の訪問・交流
　　　　　＊都市側団体の活動紹介 
　　　　　＊マッチングコーナー（商談コーナー）
　　　　　　での個別懇談
　◆参加団体 
　　・都市側15団体（P. ３､表１参照）
　　・農村側20団体（P. ３､表２参照）
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：ニーズがある　　 ：都市側団体の交流ニーズが強くある　　 ：関心はある

：ニーズがある　　 ：農村側団体の交流資源が強くある　　 ：関心はある

表１．都市側

　　　農村側
　　　団体

交流資源

都市側に提供できる農村資源・手法

農
事
組
合
法
人
・

越
畑
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク

八
幡
農
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

も
ね
こ
や

２
１
お
茶
の
ふ
る
さ
と
塾

農
事
組
合
法
人
・
百
姓
王
国

２
１
創
精
塾

き
ょ
う
と

京
北
ふ
る
さ
と
公
社

美
山
ふ
る
さ
と
（
株
）

柿
の
木
山

わ
ち
山
野
草
の
森

あ
や
べ
農
業
友
の
会

（
有
）
や
く
の
農
業
振
興
団

板
生
奥
営
農
組
合

匠
の
郷
「
や
く
の
高
原
市
」

運
営
委
員
会

畑
営
農
組
合

緑
と
伝
説
の
大
江
塾

世
屋
の
ふ
る
さ
と
協
議
会

大
宮
ア
グ
リ
２
１
塾

（
有
）
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牧
場

特色ある
農林水産
物・地場
産品の提
供

農林水産物
等の内容

・安全・安心な農産物
・循環型農業の生産物
・その土地ならではの特色ある農林水産物・地場産品

提供
手段

・朝市・直売所での販売
・都市での出張販売
・通信販売・直売

子どもの教育

・自然・環境教育の場
・学童農園
・キャンプ・屋外体験場所
・山村留学の受け入れ
・修学旅行、農家民泊の受け入れ

農林地資源の活用

・棚田の保全活動
・里山の保全活動
・市民農園・体験農園
・川・池等の水辺環境

農村文化 ・地域の食生活・食文化に関わる情報や担い手
・地域の祭り、伝統芸能、歴史等に関わる情報や担い手

施設の利用

・合宿や研修の施設・場所
・スポーツや屋外体験の施設・場所
・交流や活動の拠点となる空き家等
・定住のための住宅
・農家民宿

地域の人材
・農業の作物や生産技術について教えてもらえる人
・食や農に関わる農村の暮らしについて教えてもらえる人
・地域の伝統技術・文化の伝承者

交流に関わる組織・人材 ・都市側の人と一緒に交流活動を企画・推進できる人・組織・自然・体験教育での地元インストラクター
その他 （その内容

　　　都市側
　　　団体

交流資源

農村側に期待するニーズ

北
大
路
商
店
街
振
興
組
合

（
財
）
京
都

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
キ
ン
ダ
ー
フ
ィ
ル
ム

フ
ェ
ス
ト
・
き
ょ
う
と 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

生
活
環
境
協
会
関
西
支
部

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
エ
ル
ダ
ー
旅
倶

楽
部

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

木
野
環
境

京
都
・
こ
だ
わ
り
の
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

京
都
カ
ル
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ッ
ト

京
都
ラ
ジ
オ
カ
フ
ェ
（
株
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

京
の
園
芸
福
祉
研
究
会

四
条
大
宮
商
店
街

振
興
組
合

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

高
槻
ラ
イ
フ
ケ
ア
協
会

農
を
味
わ
う
塾

松
田
昌
子
グ
ル
ー
プ

深
尾
米
穀

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

遊
悠
舎
京
す
ず
め

特色ある農
林水産物・
地場産品の
提供

農林水産物
等の内容

・安全・安心な農産物
・循環型農業の生産物
・その土地ならではの特色ある農林水産物・地場産品

提供手段
・朝市・直売所での販売
・都市での出張販売
・通信販売・直売

子どもの教育

・自然・環境教育の場
・学童農園
・キャンプ・屋外体験場所
・山村留学の受け入れ
・修学旅行、農家民泊の受け入れ

農林地資源の活用

・棚田の保全活動
・里山の保全活動
・市民農園・体験農園
・川・池等の水辺環境

農村文化 ・地域の食生活・食文化に関わる情報や担い手
・地域の祭り、伝統芸能、歴史等に関わる情報や担い手

施設の利用

・合宿・研修の施設・場所
・スポーツや屋外体験の施設・場所
・交流や活動の拠点となる空き家等
・定住のための住宅
・農家民宿

地域の人材
・農業の作物や生産技術について教えてもらえる人
・食や農に関わる農村の暮らしについて教えてもらえる人
・地域の伝統技術・文化の伝承者

交流に関わる組織・人材 ・都市側の人と一緒に交流活動を企画・推進できる人・組織・自然・体験教育での地元インストラクター
その他 （その内容

表 2．農村側

都市の交流ニーズと農村の交流資源（参加者アンケートより）
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考 え て い ま す 農村から

● わ ち 山 野 草 の 森 ●

交
流
希
望
内
容

　

地
元
農
家
の
知
恵
や
技
を
都
会
の
人
に

伝
え
、交
流
で
き
る
よ
う
、農
業
体
験
（
黒

豆
栽
培
）
や
自
然
体
験
（
ク
ラ
フ
ト
・
散

策
・
植
物
観
察
）、植
物
教
室
（
寄
せ
植
え
、

苔
玉
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
）、
加
工
体
験
（
黒

豆
豆
腐
づ
く
り
、
柴
漬
け
づ
く
り
）
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
メ

ニ
ュ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

学
び
・
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

初
心
者
大
歓
迎
の
「
カ
ヌ
ー
体
験
ス

ク
ー
ル
」
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

御
連
絡
下
さ
い
。

活
動
内
容
（
主
な
体
験
）

◆
シ
イ
タ
ケ
収
穫
（
要
予
約
、
十
月
〜
四
月
）

　

入
園
料
三
百
円
＋
百
二
十
円
/
百
ｇ

◆
森
の
ク
ラ
フ
ト
（
年
中
）一

作
品　

二
百
円 

◆
山
野
草
寄
せ
植
え
教
室
（
要
予
約
・
年
中
）

一
人　
　

二
千
円 

◆
栗
拾
い
（
要
予
約
・
九
月
中
旬
〜
十
月
中
旬
） 

一
kg　

千
二
百
円

◆
山
野
草
苔
玉
教
室
（
要
予
約
・
年
中
）     

一
人　
　

二
千
円

◆
カ
ヌ
ー
体
験
ス
ク
ー
ル
（
要
予
約
・
小
学

三
年
生
以
上
）一

艇
千
円
、
指
導
料
一
人
千
円

◆
押
し
花
ク
ラ
フ
ト
（
要
予
約
・
年
中
）

色
紙
一
人　

六
百
円

ハ
ガ
キ
二
百
五
十
円

プロフィール
　代表者：園長　白樫　貢（しらかし　みつぎ）
　所在　： 〒629-1131船井郡和知町字坂原小字ｼﾖｶﾞｷ５
　　　　 TEL   0771-84-2041 Email sanyasou@smile.ocn.ne.jp
         FAX  0771-84-2045 URL http://www17.ocn.ne.jp/̃sanyasou/fre-1.htm
　設立年：1998年
活動目的
　６年前、12haの山を切り開き山野草(1000種)の群生地、癒しの森を設立。“自
然との共生”を基本のコンセプトに、「山野草の保護」、「山野草の特産化」、「自
然体験施設」という３つの目的を持って運営。

● あ や べ 農 業 友 の 会 ●

交
流
希
望
内
容

　

毎
年
夏
に
農
業
体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

綾
部
で
の
農
業
や
自
然
体
験
な
ど
に
興

味
の
あ
る
都
市
部
の
住
民
と
の
交
流
の
ほ

か
、
農
業
・
環
境
・
観
光
な
ど
の
研
究

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
利
用
し
た
い
学
生
や

研
究
者
と
の
交
流
な
ど
を
希
望
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
都
市
部
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の

様
々
な
連
携
の
可
能
性
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

活
動
内
容

◆
農
業
体
験
ツ
ア
ー

（
毎
年
夏
に
開
催
。
今
年
は
八
月
）

◆
農
政
勉
強
会

◆
農
業
技
術
研
究

（
今
年
は
稲
作
の
布
マ
ル
チ
農
法
と
綾

部
産
小
麦
の
栽
培
）

◆
会
報
の
発
行

＊
正
会
員　

五
千
円

＊
サ
ポ
ー
ト
会
員　

三
千
円

プロフィール
　代表者 ：河北　卓也（かわきた　たくや）
　所在　：〒623-0037　綾部市並松町上溝口20-3
　　　　　TEL 0773-43-1001  FAX 0773-43-0463
　　　　　E-mail  crystal@basil.ocn.ne.jp
　設立年：2004年(NPO法人)
活動目的
　綾部市内の農家を中心に、消費者、研究者、公務員などが集まって農業ネッ
トワークを作り、後継者育成や農業技術の共同研究、環境保全、都市農村交流、
特産品開発などのテーマに取り組んでいます。
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こ ん な 企 画 を都市から

● 四条大宮商店街振興組合●

交
流
希
望
内
容

　

商
店
街
振
興
の
た
め
、
加
盟
店
舗
に
農

村
の
特
色
あ
る
商
品
や
商
品
情
報
の
提
供

を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
商
店
街
お
こ

し
の
イ
ベ
ン
ト
や
空
き
店
舗
対
策
に
農
村

の
特
産
品
の
出
店
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
意
欲
あ
る
農
村
団
体
に
、
平

成
十
七
年
十
一
月
二
十
一
日
に
開
催
を
予

定
し
て
い
る
京
都
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
の
イ
ベ
ン
ト
（
京
都
市
勧
業
館
み
や

こ
め
っ
せ
）
で
実
施
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
に
出
展
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

後
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
で
一
年
間
販
売

す
る
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　

出
店
に
あ
た
っ
て
は
、
モ
ノ
の
売
り
買

い
だ
け
で
な
く
、
作
り
手
の
気
持
ち
が
伝

わ
り
、
そ
の
地
域
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も

ら
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
重
視
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

活
動
紹
介

◆
商
店
の
宣
伝
活
動

◆
商
店
街
お
こ
し

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
・
Ｄ
Ａ
Ｙ
・
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ 

２
０
０
４
」

(

七
月
十
四
日
開
催)

プロフィール
　代表者：理事長　石田　哲雄（いしだ　てつお）
　所在　：〒600-8490　京都市下京区四条通大宮東入ル立中町478
　　　　　鳥居ビル6F
　　　　　TEL/FAX  075-821-4901
          　  E-mail offi  ce@4jo.or.jp
         　   URL  http://www.4jo.or.jp 
　設立年：1955年　加盟店舗72店
活動目的
　四条大宮の商店街の振興を通じた地域の活性化。

● エ ル ダ ー 旅 倶 楽 部 ●
プロフィール
　代表者：大社　充（おおこそ　みつる）
　所在　： 〒150-0001　東京都渋谷区神宮前6-23-13-5D
　　 TEL 　03-5469-0680  e-mail info@elder-tabi.jp 
　 FAX　03-5469-0682 URL  http://www.elder-tabi.jp/
　設立年：2004年(NPO法人申請中)1986年に設立したエルダーホステル協会が前身
活動目的
　中高齢者のエンパワーメントを図るため、旅を通じた学習と体験を組み合わ
せた生涯学習プログラムを企画運営。①国内講座事業は年間40～50講座。
②海外講座事業は年間10講座。③その他(One Day講座)を開講。

交
流
希
望
内
容

　

米
国
で
は
じ
ま
っ
た
エ
ル
ダ
ー
ホ
ス
テ

ル
運
動
に
起
源
を
も
ち
、
一
九
八
八
年
か

ら
国
内
お
よ
び
海
外
の
大
学
や
教
育
機
関

を
は
じ
め
、
自
治
体
や
町
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
提
携
し
て
、
体
験
型

学
習
お
よ
び
体
験
・
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
都
市
住
民
が
参
加
で
き
る
、

京
都
の
農
村
地
域
の
資
源
（
人
・
自
然
・

文
化
等
）
を
活
か
し
た
交
流
・
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
運
営
し
て
下
さ
る
団
体
を

探
し
て
い
ま
す
。

　

継
続
し
た
講
座
の
企
画
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。（
連
続
講
座
・
毎
年
講
座
）

　

詳
し
く
は
エ
ル
ダ
ー
旅
倶
楽
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
直
接
、
資

料
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

◆
冬
の
十
勝
講
座

「
湖
上
の
氷
の
村
『
然
別
湖
コ
タ
ン
』

と
熱
気
球
フ
リ
ー
フ
ラ
イ
ト
十
勝
の
空

を
飛
び
、
氷
上
の
村
を
訪
ね
る
」

◆
世
代
を
超
え
て
楽
し
む
清
里
講
座

「
清
里
高
原
の
牧
場
で　

乗
馬
体
験
と

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
」　　

◆
京
都
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｄ
Ａ
Ｙ
講
座　

 
 

「
京
町
屋
の
暮
ら
し
を
訪
ね
る　

伝
統

と
し
き
た
り
に
ふ
れ
る 

」
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フォーラム参加者から一言

㈲丹後ジャージー牧場　代表取締役　平林 衛さん●丹後の食と農を体験できる場を提供します

( 有 ) 丹後ジャージー牧場
ミルク工房「そら」
　（代表：平泉衛）
　京丹後市久美浜
　TEL：0772-83-1617
　FAX：0772-83-1617
　http://www5.nkansai.ne.jp/shop/tango-jersey/

〈活動〉都市農村との交流。小中学生などの研修・体験学
習を実施することで、食農教育の場とした体験交流を実施。
〈交流希望〉京都市付近の大学や専門学校から研修生を受け
入れる等して、食や農を体験できる場を提供したい。
〈特産品〉ジャージー乳を使用したアイスクリーム、チーズ。

　

牧
場
で
は
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
三
〇
頭
飼
っ
て

い
ま
す
。
一
年
前
に
、
牧
場
の
中
に
ミ
ル
ク
工
房

「
そ
ら
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
か
ら

搾
っ
た
牛
乳
で
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
、
チ
ー
ズ
を
製
造
し
、
販
売
し
て
い
ま
す
。

お
い
し
く
て
、
無
添
加
・
低
添
加
物
、
卵
を
使
わ

な
い
の
で
ア
レ
ル
ギ
ー
に
も
安
心
で
す
。
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
に
は
、
地
元
の
旬
の
果
物
や
野
菜
を
使

っ
て
、
丹
後
の
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
、
精
華
大
学
か
ら
研
修
生
を
受
け

入
れ
る
と
共
に
、
地
元
の
小
・
中
学
生
、
企
業
の

体
験
学
習
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

都
市
に
、
食
や
農
を
体
験
で
き
る
場
を
提
供
し

ま
す
。
ま
た
、
販
売
可
能
な
と
こ
ろ
へ
は
ど
こ
へ

で
も
出
向
い
て
い
き
ま
す
。
新
鮮
な
原
料
を
活
か

し
た
素
朴
な
モ
ノ
づ
く
り
を
理
解
し
て
も
ら
え
る

都
市
の
団
体
と
の
交
流
を
望
ん
で
い
ま
す
。
お
互

い
に
で
き
る
こ
と
か
ら
交
流
を
深
め
て
い
け
れ
ば

と
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

夜久野町役場産業振興課　課長　氷上 正喜さん●農林業と商工観光で都市との交流を図っています

夜久野町
● (有 ) やくの農業振興団

（代表：中島俊則）
〈特産品〉貸し農園、農業収穫体験     

（芋、サツマイモ、黒大豆、
トウモロコシ等）。鹿などの
野生動物のウォッチング。

●板生奧営農組合
（代表：小林嘉一）

　〈特産品〉緑の里交流センター（体験施設）
●畑営農組合（代表：越後均）
　〈特産品〉畑運動広場 (キャンプ可）、円満院（あじさい寺）、

今里マス釣り場、金尾区（ことはじめ）、八幡神社の祭り
●匠の郷 やくの高原市運営委員会（代表 : 山田道生）
　〈特産品〉四季折々のイベントの開催（餅つき、ぜんざい、

節分の豆まき、スイカ割り、大根煮）

　

夜
久
野
町
で
は
、農
林
業
と
商
工
観
光
を
結
ん
で
、

都
市
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
年
に
は
「
農
匠
の
郷
や
く
の
」
を
設
立
し
、

農
村
と
都
市
の
交
流
を
通
じ
て
、
夜
久
野
産
の
農
林

産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
町
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
施
設
の
ひ
と
つ
「
や
く
の
高
原
市
」
を

運
営
す
る
の
が
「
匠
の
郷
や
く
の
高
原
市
運
営
委
員

会
」。
新
鮮
で
安
全
な
農
産
物
の
販
売
や
イ
ベ
ン
ト

で
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
や
く
の
農
業
振
興
団
」
で
は
、
農
作
業

や
収
穫
体
験
を
実
施
。
農
作
業
な
ど
を
セ
ラ
ピ
ー
に

取
り
入
れ
て
、
引
き
こ
も
り
の
方
の
社
会
復
帰
の
支

援
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
畑
営
農
組
合
」
で
は

収
穫
・
加
工
体
験
や
農
産
物
直
売
施
設
の
運
営
、「
板

生
奥
営
農
組
合
」
で
は
農
産
物
の
販
売
と
共
に
、
体

験
施
設
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
団
体
も
意
欲
的
で
す
。
都
市
側
の
方
に

は
、
じ
っ
く
り
と
長
く
続
く
関
係
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

農事組合法人百姓王国　理事　杉本 由己さん●本当においしいお茶づくりに取り組んでいます

農事組合「百姓王国」 
　 （代表：村田良光）
　和束町字杣田
　TEL：0774-99-6121　
　FAX：0774-99-6122　

　〈活動〉茶業の経営（茶葉
の生産、加工販売）。茶園の作業受託等。青空市場で、
地域農産物の販売受託。〈交流希望内容〉茶の木を育て、
収穫し、製茶まで全て自分たちで行った自信作を提供
したい。また、日本茶インストラクターによるお茶の
普及や様々な交流を模索中。〈特産品〉自信のお茶（水
出し煎茶、かぶせ煎茶、ほうじ茶スモーキィ、うじひ
かり等）。

　

和
束
町
で
、
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
伝

統
的
な
茶
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で

作
っ
た
自
信
作
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
、
様
々
な
交
流
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
始
め
て

五
年
経
ち
、
よ
う
や
く
安
定
し
て
き
ま
し
た
。
摘

み
取
り
時
期
に
は
京
阪
神
な
ど
都
市
か
ら
募
っ
た

人
た
ち
も
一
緒
に
働
い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
か
ら
は
、
京
丹
後
市
久
美
浜
町
の
丹
後
国
営
農

地
で
も
お
茶
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
京
丹
後
市

久
美
浜
町
で
は
初
の
茶
づ
く
り
で
す
。
現
在
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
今
後
、
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と
広
げ

て
い
く
予
定
で
、
五
年
後
の
収
穫
を
目
標
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

　

お
茶
を
よ
り
お
い
し
く
飲
ん
で
も
ら
う
た
め
の

情
報
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
茶
の
栽
培
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
元
の
米
・
野
菜
な
ど
を
販
売

す
る
青
空
市
場
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
都
市
と
農
村
で
は
価
値
観
の
相
違
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
な
か
で
都
市
団
体
か
ら
課

題
を
与
え
て
も
ら
っ
て
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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北大路商店街振興組合　理事　相原 満さん

松田昌子グループ　　　松田 昌子さん●大宮町のすばらしい農産物を広めています

松田昌子グループ
　（代表：松田昌子）
　京都市上京区
　TEL：075-414-2403
　FAX：075-414-2403

〈活動〉都市と農村の文化交流
〈交流希望〉農村の産物、知恵等々、都市側の方々に知らせて
交流を深める事。

　

縁
が
あ
っ
て
大
宮
町
の
役
場
の
方
と
知
り
合

い
、
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
農
家
と
購
入
者
を

結
ぶ
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
大
宮
町
の
米
や
、
黒

豆
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
の
農
産
物
を
、
周
辺
の

方
々
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
紹
介
し
た
と

こ
ろ
、
好
評
で
、
次
第
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
宮
町
の
お
米
の
お
い
し
さ

を
認
め
た
市
内
の
お
米
屋
さ
ん
が
、
そ
の
す
ば
ら

し
さ
を
知
ら
せ
た
い
と
、
熱
心
に
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
、
数
軒
の
農
家
の
方
と
共
に
、
減
農
薬

の
基
準
を
つ
く
り
、
新
し
い
米
を
作
っ
て
販
売
す

る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

農
村
側
は
早
急
に
販
売
に
結
び
つ
け
た
い
と
考

え
る
ば
か
り
で
は
な
く
無
農
薬
や
減
農
薬
な
ど
の

農
産
物
の
知
識
を
都
市
に
伝
え
、
ま
た
、
都
市
側

か
ら
も
農
家
を
支
援
で
き
る
知
恵
を
提
供
す
る
。

こ
う
し
た
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
交
流
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
大
宮
町
以

外
の
地
区
の
方
と
も
交
流
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

●地産地消の野菜のアンテナショップをつくりたい

北大路商店街振興組合
　（代表：相原満）
　京都市北区
　TEL：075-491-0801
　FAX：075-491-0288

〈活動〉商店街の振興。町並みの整備。
〈交流希望〉地産地消：①消費者側からの意見も農村側に
聞いていただきたい。②週1回でいいので朝市計画（例）
土曜朝市＝場所は山城地域や南丹地域との交流を希望。

　

北
大
路
商
店
街
は
、
商
店
街
と
い
う
も
の
の
、

生
鮮
産
品
を
扱
っ
て
い
る
店
が
鮮
魚
店
、川
魚
店
、

果
物
店
だ
け
し
か
な
い
商
店
街
で
す
。
か
つ
て
は

八
百
屋
さ
ん
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
な
く
、

お
客
様
は
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ
自
転
車
で
買

い
に
行
か
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

新
鮮
な
野
菜
が
欲
し
い
と
い
う
お
客
様
の
声
を

背
景
に
、
日
常
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
野
菜
を
提

供
し
た
い
と
考
え
、
現
在
、
空
き
店
舗
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
活
用
し
て
、
地
産
地
消
を
目
的
に

野
菜
を
販
売
す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け
よ

う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
農
村
側
の
意
欲
も
出

て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
お
客
様
の
要
望
に
応
え
る

こ
と
で
私
ど
も
の
商
店
街
の
振
興
に
も
結
び
つ
く

で
し
ょ
う
。
今
年
の
秋
、
十
月
、
十
一
月
の
実
現

に
向
け
て
、
京
都
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
仲
介
を

お
願
い
し
て
、
農
村
と
の
話
し
合
い
を
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

京都ラジオカフェ㈱　代表取締役社長　福井 文雄さん●環境事業に積極的に取り組んでいます

京都ラジオカフェ (株 )
　（代表：福井文雄）
　京都市中京区
　TEL：075-253-6900
　FAX：075-253-6901
　http://www.radiocafe.jp/

〈活動〉NPO京都コミュニティ放送を支援する会社
〈交流希望〉「食」と「農」の協働活動を通じて「伝統」と「技」
を受け継ぎ、交流を深められる「スロースタイル市」を
開設するので、農産物の直売を手がける団体に参加して
ほしい。

　

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
た
め
に
、
京

都
市
内
で
Ｆ
Ｍ
放
送
を
流
し
て
い
ま
す
。
日
本
で

初
め
て
放
送
免
許
を
取
っ
て
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
で
す
。　
　
　

　

Ｆ
Ｍ
放
送
と
共
に
、
事
業
の
二
大
柱
の
一
つ
と

位
置
づ
け
て
い
る
の
が
環
境
事
業
で
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
「
食
」
と
「
農
」
に
よ
る
協
働
活
動
を

通
し
て
、
伝
統
や
技
を
伝
え
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
つ
く
ろ
う
と
「
ス
ロ
ー
ス
タ
イ
ル
市
」
と

名
づ
け
た
市
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
初
旬
に
は
愛
知
万
博
市
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
て
、
名
古
屋
で
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
京
都
で
は
三
条
京

阪
に
あ
る
壇
王
法
林
寺
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
市
を
、
今
後
、
月
一

回
開
催
し
な
が
ら
、
定
着
さ
せ
た
い
。

　

農
村
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、「
ス
ロ
ー
ス

タ
イ
ル
市
」
で
農
産
物
を
直
売
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
ご
案
内
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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■
マ
ッ
チ
ン
グ
会
が
交
流
の
き
っ
か
け

■
農
産
物
の
産
直
も
始
ま
る

■
交
流
セ
ン
タ
ー
の
共
同
経
営
も
構
想

【京都子どもセンター】
本物の劇場文化を子ども達に提供したいと 70年代に京都南部で誕生した

親子劇場が母体。親と子が一緒に文化を育むことをモットーとし、最近は、
自然体験学習などにも取り組む。京都市、乙訓、宇治・城陽を中心に９つの
ブロックがあり、各ブロックの役員が中心となり現在の組織を発足させた。 

【夜久野町板生営農組合】
 農家数 34戸の板生奥地区で、共同作業で地域の農地を守り、地域農業の
活性化に取り組む。同地区には、今は閉鎖された「現世スキー場」の跡地を
活かして「緑の里交流センター」が平成 12年に建設された。

夜
久
野
町
・
板
生
奧
営
農
組
合
＝
京
都
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

息
の
永
い
交
流
で

信
頼
関
係
を
創
り
む
ら
を
活
性
化

～マッチング事例①～

「緑の里交流センター」を拠点に交流がすすむ

子どもセンターでは、毎年子ども達と青年リーダ
ーが無人島一週間キャンプに取り組む
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■
偶
然
の
出
会
い
が人と

人
を
結
び
つ
け
…
…

　
「
地
域
を
元
気
に
す
る
に
は
ま
ず
、
そ
こ
に
暮

ら
す
人
が
そ
の
地
域
を
楽
し
い
と
こ
ろ
と
自
信
を

も
つ
こ
と
か
ら
」
│
│
そ
ん
な
理
念
の
も
と
、
京

丹
後
市
大
宮
町
常
吉
地
域
で
は
む
ら
づ
く
り
に
取

り
組
む
真
っ
最
中
だ
っ
た
。

　

そ
の
取
組
み
の
ひ
と
つ
が
「
パ
ン
プ
キ
ン
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
だ
。
町
内
の
農
家
が
作
っ
た
ジ

ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
の
大
き
さ
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
か
れ
、
出
店
が
並
び
、
地
域
の
人
も
訪
れ
た

人
も
楽
し
く
盛
り
上
が
る
と
い
う
催
し
。
平
成
十

年
、
ス
タ
ッ
フ
は
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京

め
、
共4

同
で
農
山
漁
村
を
育4

て
ま
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
農
村
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
支
援
し
ま
し
ょ

う
〞
と
い
う
も
の
。

　

町
内
の
各
地
域
で
む
ら
づ
く
り
に
取
り
組
む
組

織
や
大
宮
ア
グ
リ
21
な
ど
の
地
元
グ
ル
ー
プ
と
こ

れ
ま
で
大
宮
に
通
い
続
け
た
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の

面
々
。
さ
ら
に
は
そ
の
知
人
達
。
ブ
ナ
林
散
策
ツ

ア
ー
、
そ
ば
、
山
芋
の
収
穫
体
験
、
伝
統
食
「
亥

の
子
料
理
」
体
験
…
…
。
町
を
あ
げ
て
の
お
付
き

合
い
が
始
ま
っ
た
。                

■
心
の
交
流
が
、

地
域
農
業
・
経
済
を
支
え
る
交
流
に

　

さ
ら
に
交
流
は
新
た
な
展
開
を
み
せ
る
。

　

大
宮
ア
グ
リ
21
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
一
連
の
交

流
に
参
加
し
て
い
た
五
十
河
地
区
の
米
農
家
、
由

村
幹
夫
・
愛
子
さ
ん
夫
妻
と
松
田
昌
子
さ
ん
と
の

出
会
い
だ
。
由
村
さ
ん
の
米
を
食
べ
た
松
田
さ
ん

の
夫
、
進
さ
ん
は
、
そ
の
お
い
し
さ
に
感
銘
。
税

理
士
を
し
て
い
る
進
さ
ん
は
、
顧
客
で
あ
る
深
尾

米
穀
に
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
る
。
ブ

ナ
林
か
ら
湧
き
出
る
水
と
五
十
河
地
区
の
気
候
、

そ
し
て
永
年
、
専
業
農
家
と
し
て
培
っ
た
由
村
氏

の
栽
培
技
術
。
由
村
夫
妻
の
米
は
ま
さ
に
、
深
尾

米
穀
が
永
年
探
し
求
め
て
い
た
米
そ
の
も
の
だ
っ

た
。「
京
の
宮
御
膳
」
と
銘
打
た
れ
、
大
宮
五
十

河
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
売
り
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
の
は
平
成
十
五
年
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

現
在
、
由
村
氏
は
地
域
の
農
家
に
呼
び
か
け
、

五
十
河
の
米
「
京
の
宮
御
膳
」
を
地
域
を
あ
げ
て

生
産
す
る
準
備
を
し
て
い
る
。

都
放
送
局
に
出
向
い
た
時
、
偶
然
に
出
会
っ
た
の

が
、
日
本
画
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
に
通
う
松
田
昌

子
さ
ん
。

　
「
大
宮
町
に
は
す
ば
ら
し
い
ブ
ナ
林
が
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
…
…
」

　

地
域
を
自
信
あ
り
げ
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
ス
タ
ッ

フ
達
。
数
年
後
、
こ
の
出
会
い
が
大
き
な
展
開
を

み
せ
よ
う
な
ど
と
誰
が
予
測
し
た
だ
ろ
う
。

　

松
田
さ
ん
と
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の
講
師
だ
っ
た

画
家
の
松
崎
良
太
さ
ん
は
教
室
の
受
講
生
ら
と
と

も
に
、
足
繁
く
同
町
内
山
の
ブ
ナ
林
に
通
い
ス
ケ

ッ
チ
を
す
る
傍
ら
、
大
宮
の
む
ら
づ
く
り
リ
ー
ダ

ー
達
と
親
し
く
交
流
、
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
時
に
は
地
元
の
人
た
ち
も
い
っ
し
ょ

に
ブ
ナ
林
に
入
り
、
意
外
や
意
外
「
大
宮
に
こ
ん

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
！
」
と
新
た
な
発
見
を

す
る
。
そ
ん
な
交
流
が
続
い
た
。

■
一
気
に
燃
え
上
が
っ
た
交
流
の
火
種

　　

交
流
の
火
種
が
一
気
に
燃
え
上
が
っ
た
の
は
、

平
成
十
三
年
か
ら
二
か
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

京
都
府
の
支
援
事
業
が
き
っ
か
け
だ
。「
共
育
の

里
づ
く
り
事
業
」
と
名
付
け
ら
れ
た
そ
の
事
業

は
、〝
農
村
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
都
市
の
人
も
含

【大宮アグリ２１】
　京丹後市大宮町で村づくり運動のリーダー養成と町の活性化構想の企画立
案および提言活動に取り組むふるさとづくり塾。平成 11年に誕生し、地域
の交流販売拠点（常吉百姓百貨店、谷内ファームなど）の設立支援などを通
じて地域農業の新しい展望を切り開いている。

【株式会社深尾米穀】
　古くから京都市内に店舗を構え、営業している米穀店。
産地ごとの特長を出して売るためまた、「消費者に自信をもって商品を勧め
るには、生産者の情熱や姿勢を酌むことが必要」との想いから顔の見える取
り引きをモットーにしている。特に京都産のコメの販売に力を入れている。

京
都
市
・
深
尾
米
穀
＝
大
宮
ア
グ
リ
21

地
道
な
交
流
で

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
実
現

～マッチング事例②～

深尾米穀の登録商標として人気の「京の宮御膳」

京都市内の絵画サークルが大宮町を訪れたのが
交流のきっかけ（ブナ林散策ツアー）
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に
第
三
セ
ク
タ
ー
美
山
ふ
る
さ
と
株
式
会

社
を
設
立
し
て
、
公
的
な
不
動
産
の
斡
旋
に

よ
り
、
多
く
の
定
住
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
昨
年
度
末
ま
で
に
七
十
八
世
帯
二
五
七

人
が
、
ふ
る
さ
と
株
式
会
社
を
通
じ
て
美
山

町
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
で
は

美
山
の
特
産
品
と
し
て
の
牛
乳
や
漬
け
物
な

ど
の
加
工
販
売
、
京
都
市
内
で
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
も
経
営
し
て
お
り
、
昨
年
度
の
売

り
上
げ
は
四
億
七
〇
〇
〇
万
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
七
年
に
は
町
内
二
番

目
の
第
三
セ
ク
タ
ー
美
山
名
水
株
式
会
社
を

設
立
し
、
お
茶
と
か
水
の
製
造
・
販
売
を
し

て
、
年
間
十
億
の
売
り
上
げ
を
あ
げ
て
い
ま

す
し
、
雇
用
確
保
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

■
地
域
振
興
会
で
住
民
自
治
の
挑
戦

私
ど
も
が
目
指
し
て
い
る
も
う
一
つ
の

柱
は
、
新
し
い
住
民
自
治
へ
の
挑
戦
で
す
。

町
内
の
自
治
組
織
を
見
ま
す
と
、
リ
ー
ダ
ー

の
高
齢
化
と
か
役
職
の
重
複
等
が
問
題
と
な

っ
て
き
て
い
ま
し
た
し
、平
成
十
二
年
当
時
、

農
協
の
合
併
と
そ
れ
に
対
応
し
た
住
民
出
資

の
会
社
の
誕
生
と
い
っ
た
動
き
が
あ
っ
た
な

か
で
、
も
う
一
度
村
や
集
落
が
活
性
化
し
な

い
と
町
全
体
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危

機
感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
町
の
ほ
う
か

ら
、
そ
れ
ま
で
に
あ
っ
た
自
治
会
や
村
お
こ

し
推
進
委
員
会
、
そ
れ
か
ら
公
民
館
と
い
っ

た
住
民
組
織
を
い
っ
ぺ
ん
つ
ぶ
し
て
、
新
し

い
自
治
組
織
と
し
て
、
旧
村
を
核
と
し
た
地

域
振
興
会
制
度
と
い
う
仕
組
み
を
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
政
と
住
民
の
方
が

一
緒
に
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
と

い
う
仕
組
み
で
す
。
行
政
側
の
支
援
と
し
て

は
、
そ
う
い
っ
た
住
民
の
皆
さ
ん
の
組
織
に

町
の
職
員
を
常
駐
さ
せ
、
職
員
に
一
定
の
権

限
を
与
え
る
。
予
算
に
つ
い
て
も
活
動
の
高

低
に
よ
っ
て
も
配
分
す
る
と
い
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

住
民
の
方
々
か
ら
は
、
行
政
主
導
の
自

■
地
域
づ
く
り
の
歩
み

　

は
じ
め
ま
し
て
。
私
は
役
場
の
職
員
で
、

住
民
の
自
治
組
織
で
あ
る
平
屋
地
域
振
興
会

の
事
務
局
長
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
、

都
市
農
村
交
流
を
通
じ
て
農
林
業
振
興
を
す

す
め
て
い
ま
す
美
山
町
の
取
り
組
み
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

美
山
町
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
頃
か
ら

圃
場
整
備
事
業
と
と
も
に
、
農
業
の
基
盤
整

備
と
集
落
営
農
組
織
の
育
成
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
が
、
平
成
に
入
り
、
農
産
加
工
、

特
産
開
発
、
朝
市
な
ど
と
併
せ
て
都
市
農
村

交
流
事
業
に
本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
な
り

ま
し
た
。

平
成
元
年
に
は
、

役
場
に
村
お
こ
し

課
を
設
置
し
、
ま

た
旧
村
ご
と
に
は

村
お
こ
し
推
進
委

員
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
都
市
交

流
の
拠
点
と
し
て
、

町
営
の
宿
泊
施
設
、
美
山
町
自
然
文
化
村
も

開
業
さ
せ
ま
し
た
。
平
成
五
年
に
は
茅
葺
き

民
家
や
環
境
の
保
全
を
目
的
に
、
美
し
い
町

づ
く
り
条
例
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
か
か
げ

ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
都
市
農
村
交
流

が
す
す
む
よ
う
に
な
り
、
都
市
部
の
美
山
フ

ァ
ン
を
中
心
に
誕
生
し
た
〝
茅
葺
き
の
里
・

美
山
と
交
流
す
る
会
〞
と
い
う
よ
う
な
会
も

で
き
ま
し
た
。

自
然
文
化
村
で
は
、
原
生
林
ハ
イ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
、
写
真
撮
影
会
、
野
草
教
室
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
い
た
し
ま
し
て
、
多
く

の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
し
ま
し
た
。
自
然
文

化
村
の
利
用
者
数
も
年
々
増
加
し
、
平
成
八

年
に
は
年
間
十
万
人
を
突
破
し
、
売
り
上
げ

は
、
昨
年
度
に
は
約
二
億
九
〇
〇
〇
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
厨
房
や
、
客
室
の

大
規
模
改
修
を
行
い
、
こ
の
四
月
に
は
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
受
け
入
れ
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

■
都
市
農
村
交
流
に
よ
る
産
業
お
こ
し

地
域
産
業
の
振
興
面
で
は
、
平
成
四
年

日本一の田舎づくりをめざす美山町

　
　
　

●
現
地
報
告
・
美
山
町
の
実
践
●

　
　

都
市
と
の
交
流
で
農
林
業
を
振
興

       　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

―
―

日
本
一
の
田
舎
づ
く
り―

―

美
山
町
平
屋
地
域
振
興
会   

事
務
局
長　

小
島
和
幸

都市農村交流の拠点施設　美山町自然文化村「河鹿荘」      
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た
二
〇
人
の
方
が
役
員
と
し
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
会
計
は
、
各
戸
当
た
り
年
間

二
〇
〇
〇
円
と
、
町
の
ほ
う
か
ら
二
〇
〇
万

円
の
補
助
と
い
う
こ
と
で
運
営
を
し
て
い
ま

す
。
振
興
会
で
は
、住
民
票
の
発
行
や
戸
籍
、

公
共
事
業
の
要
望
の
窓
口
と
い
っ
た
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
そ
れ
か
ら
地
域
の
振
興

づ
く
り
、
人
づ
く
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

目
的
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、
そ
れ

ぞ
れ
の
振
興
会
で
は
、
都
市
農
村
交
流
を
進

め
な
が
ら
、
地
域
特
産
物
の
開
発
や
直
売
所

な
ど
の
地
域
産
業
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ

う
し
た
取
り
組

み
の
中
で
、
町
全
体
を

見
る
と
、
観
光
客
は
、

平
成
の
十
五
年
度
に

は
、
七
〇
万
人
を
突
破

し
ま
し
て
、
こ
の
二
〇

年
間
に
六
倍
に
ま
で
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
美

山
町
の
農
林
業
は
、
多

く
都
市
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。  

■
住
民
の
力
で
美
山
ブ
ラ
ン
ド
を
磨
く

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
美
山
町
で
は
今
後
、
人
口
増
は
望
め

な
い
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
た
時
、
こ
れ
ま

で
す
す
め
て
き
ま
し
た
都
市
と
の
交
流
と
連

動
さ
せ
た
農
林
業
の
振
興
、
日
本
一
の
田
舎

づ
く
り
の
挑
戦
こ
そ
が
、
本
町
の
す
す
む
べ

き
方
向
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
美
山
ブ
ラ
ン
ド
を
も

っ
と
磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
の
表
情
を
持
つ
美

し
い
自
然
景
観
、
地
域
の
宝
と
し
て
の
歴
史

的
遺
産
、
人
か
ら
人
へ
脈
々
と
伝
え
ら
れ
る

伝
統
的
文
化
、
暮
ら
し
を
支
え
、
暮
ら
し
を

守
る
地
域
産
業
、
昔
、
現
在
、
そ
し
て
未
来

へ
受
け
継
が
れ
る
伝
統
食
、
心
を
触
れ
合
う

治
組
織
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
な

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

は
町
内
五
つ
の
旧
村
地
域
、
知
井
、
平
屋
、

宮
島
、
鶴
ヶ
丘
、
大
野
で
地
域
振
興
会
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
私
も
平
屋
振
興
会
の

初
代
の
事
務
局
長
と
し
て
派
遣
を
さ
れ
ま
し

て
、
二
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

■
平
屋
振
興
会
の
取
組
み

平
屋
振
興
会
で
は
、
集
落
か
ら
選
ば
れ

平屋地区の住民の共同出資で設立された直売施設「ふらっと美山」

交
流
産
業
、
多
く
の
方
に
支
持
さ
れ
人
気
の

特
産
品
、
い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
古
き
良
き

町
並
み
、
心
を
癒
し
、
な
ご
ま
せ
る
年
中
行

事
、
全
て
が
美
山
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
創
っ
て
き
た
の
は
住

民
の
皆
様
の
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
で
し

た
が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

の
半
世
紀
に
及
ぶ
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
継
承
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
磨
き
あ
げ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

美
山
ブ
ー
ム
の
今
こ
そ
、
日
本
一
の
田

舎
づ
く
り
を
、
都
市
の
美
山
フ
ァ
ン
の
方
々

の
力
も
借
り
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
全
国
に
通
用
す
る
美
山
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
一
層
磨
き
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

平成15年度には
交流人口は７０万人、住民一人当たりでは１３０人にもなる。

入
り
込
み
客
（
人
）

人　
　
　

口
（
人
）

５旧村に新しい自治組織（地域振興会）を設置。　　　
役場の職員２人が配置された。



そば粉は毎日吟味してブレンドするといったこ
だわりの十割蕎麦が味わえるほか、酒造りもで
きる酒米のオーナー農園や貸し農園を提供。

〒616-8483　京都市右京区嵯峨越畑鍋浦
TEL 0771-44-2700 FAX 0771-44-2701

火曜日定休

越畑フレンドパーク「まつばら」

時代劇映画のﾛｹ地で有名な「流れ橋」のたもと
にある施設。温泉やレストランでくつろげ、安心
で美味しい加工品や各種体験も人気。

〒614-8173　八幡市上津屋里垣内56-1  
TEL 075-983-0129　FAX 075-983-0179

月曜日定休

やわた流れ橋交流プラザ「四季彩館」

京都縦貫道園部ＩＣすぐの便利な道の駅。「キク
ナうどん」など地元自慢の商品を提供。季節ご
とのイベントやふるさと直送便も人気。

〒622-0025　船井郡園部町曽我谷縄手
TEL 0771-68-1100　FAX 0771-68-1101

水曜日定休

京都新光悦村「道の駅」

京阪神と日本海のちょうど中間地点にある国
道27号線沿いの道の駅。由良川を一望できる
レストランや、川沿いでの鮎料理も味わえます。

〒629-1131　船井郡和知町坂原 　
TEL 0771-84-1008　FAX 0771-84-1579

火曜日定休

ささゆりの里道の駅「和」

夜久野高原野菜は京阪神からもわざわざ買い
に来るほどの人気。やくのの伝統を守る漆館や
あずき館では匠の技が体験できる。

〒629-1322　天田郡夜久野町字平野
TEL 0773-38-9800　FAX 0773-38-9210

水曜日定休

農匠の郷やくの

伊根町本庄海水浴場の近くに位置し、手打ちの
筒川そばや、新鮮な海と山の幸のバーベキュー
がお勧め。売店では週１回の鮮魚販売が人気。

〒626-0403　与謝郡伊根町字本庄浜
TEL 0772-33-5225　FAX 0772-33-0670

水曜日定休

浦嶋公園

健康をテーマに、体の外から中からのリフレッ
シュできるよう、ハーブをふんだんに使った料
理(フルコース有)やハーブ風呂を提供。

〒629-2421　与謝郡加悦町金屋1730
TEL 0772-44-3111　FAX 0772-44-3113

定休日無し

リフレかやの里

国道312号線沿いの地域に愛されたアットホー
ムな雰囲気を醸し出す農産物・加工品の直売所。
「杵つきうるち餅」各種はやわらかくて絶品。

〒629-2532　京丹後市大宮町谷内2349
TEL 0772-68-1398　FAX 0772-68-1402

定休日？

畔 　 蔵

来客者に様々な驚きと心配りをほどこす支配
人。囲炉裏のあるコテージは人気で、予約が困
難。夏場は川を見下ろせるキャンプ場も人気。

〒627-0053　京丹後市峰山町鱒留1642
TEL 0772-62-7720　FAX 0772-62-7721

定休日無し

天女の里

絞りたてのジャージー乳を100%使用したソフトク
リームやチーズなど、様々な乳製品をとりそろえる。
ジャージー牛と触れあえる体験や、研修等も受付

〒629-3441 京丹後市久美浜町神崎41
TEL&FAX　0772-83-1617

木曜日定休

丹後ジャージー牧場ミルク工房そら

詳しくは、京都ふるさとセンターの
ホームページをご覧下さい。海と山の地元食材豊富な施設。レストランで食べ

るご飯はすべて丹後コシヒカリ。「地元産しか使
わない」という定食は安価でボリュームたっぷり。

〒629-3438　京丹後市久美浜町浦明
TEL 0772-83-2000　FAX 0772-83-2001

定休日無し

くみはまSANKAIKAN

http://www.agr-k.or.jp/̃kyoto-j/index.shtml

都市・農村交流施設 
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